
　　　　β一ヒドロキシナフトエ酸の分解度試験成績報告書

t　試験期間　　昭和52年て2月10日～昭和55隼1月26日

2．　試　　料　　名　　　β一ヒドロキシナフトエ酸（試料煮K一イ02）

　＆）構造式，分子式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c敷宜803＝4挽

　　　　　　　　　　　　　　　OOH

　　　　　　　　　　　　　　OH

　b）　性　　 状　　　タ雫観　黄色微粉末シ勲点（℃）　222～225

　　　　　　　　　純度（チ）97　，濤解性水，熱湯に難漕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5，試験方法及び条件

ll議li三卜一…一…・
　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　　　鰍晦叫汚縢蜘，隙棚欄
　5．1　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　5，2　酸素消費量測定

　　　　　5≦の記録による

　＆5　生分解試験後の直接定量法

　　⑥　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　紫外可初自記分光光度翫

　（b）分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　試　験　液

　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　1。画龍

　　　　　。f　O皿1分取し
　　　　　　遠心分離　　1ケ5翼恥・H瀦価激
　　　　　　（1500σX20分）1
　　　　　　　　　　　　　　・希恥OH灘で坦を1t65に

E壷、1　≧一壁
　　量一一”→■一一一『”　　！luv試料

　（c）分析乗件

　　　全有機炭素分析計（T　o　c計）

　　　　流速TC回路　200皿1／冷血

　　　　温度　TC炉　　980℃

　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　波　　長一　　500皿～570n皿

　　　　スリット幅　　　　4皿

　　　　使用セル　　　10回×10㎜石英セル

4．試験結果

酸素清費量による結果

丁OC計による結果

吸光光度計による結：果

　　　　　　　崇　負の値を得たので0とした。

分解度（多） 付 図甦 表

時果 199 て
一

秀果 0　※ 2 1

古：果 α7 5 2



5，備　　考

　51　ヒの試験にむいては、K－102（β一ヒドロキシナフトエ酸）

　　　の汚泥への影響を謂べるため固（汚泥＋K－102＋アニリ

　　　ン）という系をクーロメ一夕ーヘ1点追加し、囚（水＋K－

　　　102）という系の1点を闘放系に移して肝7点で行った。

　　　その結果、4週間後團に鋭いてはアニリンは正常なBOD

　　分解曲線を示し、K－102が汚泥に対して影響を与えず、

　　かつK－102の分解性は：ないと思われる。

5．2　u▽測定にわいてK－102のu▽吸収スペクトルは坦に

　　よウ図一4の③基礎培養基の影響で図一4①・②のよう竣

　　変化を各々する。そこで坦をアルカリ性（坦11．65）に詞

　　節し、K一・102の基礎培養基及び水の標準溶液で図一5に

　　示す2本の検量線を作製し、その検量線からの読み取り値

　　を用いて濃度を求めた。

5．4　クーロメーターヘのセット状況

　　ヒ

＿上状 況

仕込蒔 変化を認めず
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途 中
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坦

　　　水　系　＆7

　　　汚泥系　＆9
－！…一一一…一一一

’

水　系　5．8

汚泥系　6．ア，固z9

以 上

5，3　　試料の採取

　　　試料90㎎を約50血1の水に添加し、着意酸化ナトリウム

　溶液で？HをZOに調整後：水で100m工に定害し、試料900

　　圃原液とし、この原液10皿を水及び基礎培養液290凪

　　に各々添加し試料濃度50ppnとす’る。


